
新キャンパスへの移転スケジュールの目標を次のとおり設定する。

○　工学系は平成１７年度後期から開校

○　工学系移転後は用地再取得を優先

○　平成３１年度を目途に移転完了の予定

移転スケジュール

第Ⅰステージ 第Ⅱステージ

平成17年度～平成19年度 平成20年度～平成23年度

工学系Ⅰ，Ⅱ

理系図書館Ⅰ

（約4.3千人）

全学教育

比較社会文化,言語文化他
　　　（約4.1千人）

※（　　）内数値は移転人数の概数を示す。

≪参考≫移転順序案（九州大学　新キャンパス・マスタープラン2001　平成13年3月）

時期 第Ⅰステージ 第Ⅱステージ 第Ⅲステージ

工学系Ⅰ 工学系Ⅱ 農学系
理系図書館 理学系
情報基盤センター 文系，中央図書館
全学教育／工，その他 全学教育／ 全学教育／農，その他

理，文，医，歯，薬，そ
の他
全学教育／文，農，医，
歯，薬

時期

新キャンパスへ
の移転

六本松から箱崎
への移転

新キャンパスへ
の移転

六本松から箱崎
への移転

（基幹整備及び
新手法による整備）

第Ⅲステージ

平成24年度～平成31年度

理学系，文系

中央図書館，理系図書館Ⅱ

情報基盤センター

（約11.3千人）

全学教育，農学系，その他

＜用地再取得　平成２５年度完了＞

九州大学統合移転スケジュールについて
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